
令 和 ３ 年 地 価 公 示 に お け る

福島県内の地価動向について

１ 地価公示制度

(1) 目 的

地価公示は、土地鑑定委員会が毎年１回標準地の正常な価格を公示し、一般の土地の取引価格に対して指

標を与えるとともに、公共事業用地の取得価格算定の規準とされ、また、国土利用計画法に基づく土地取引

の規制における土地価格算定の規準とされる等により、適正な地価の形成に寄与することを目的としている。

実 施 主 体 土地鑑定委員会（国土交通省に置かれる）

価格判定の基準日 １月１日

標 準 地 自然的及び社会的条件からみて類似の利用価値を有すると認められる地域におい
て、土地の利用状況、環境等が通常と認められる一団の土地について選定する。

正 常 な 価 格 自由な土地取引が行われるとした場合において通常成立すると認められる価格

価格の判定方法 土地鑑定委員会が、１標準地について２人以上の不動産鑑定士の鑑定評価を求
め、その結果を審査し、必要な調整を行って単位面積当たりの正常な価格を判定する。

(2) 標準地数

標準地は、全国で計２６，０００地点設定され、福島県内においては、４４市町村（１３市２４町７村）

に計４４７地点が設定されたが、東京電力福島第一原子力発電所事故に伴い帰還困難区域となっている富岡

町の一部と双葉町、大熊町の７地点では調査を休止し、本年は昨年同様、４２市町村（１３市２２町７村）

の４４０地点で鑑定評価を実施した。用途別の標準地数は、次のとおりである。

用 途 住 宅 地 宅地見込地 商 業 地 工 業 地 合 計

（２０） （６） （２６）
Ｒ ３ 年 ３１８ ４ １０５ １３ ４４０

Ｒ ２ 年 ３１９ ４ １０４ １３ ４４０

注：（ ）内は、令和２年度福島県地価調査の基準地と同一である標準地数であり、内数である。

２ 福島県の地価概況

(1) 標準地の公示価格

① 平均価格

県内の標準地の平均価格は、住宅地が３５，５００円（前年３５，４００円）、商業地が６０，９００

円（前年６１，２００円）となった。※価格は１㎡当たり。以下同じ。

② 最高公示価格

郡山市堤下町２７番
住宅地 郡山 －５１

１２６，０００円（前年１２５，０００円）
最高公示価格

郡山市駅前１丁目１１２番「駅前１－６－６」
商業地 郡山５－１１

３６２，０００円（前年３６７，０００円）

「 」書きは住居表示



(2) 用途別の動向

① 全用途平均変動率

全用途平均変動率は△０．２％（前年０．４％）で、平成２５年以来８年ぶりにマイナスとなった。全

国順位は９位（前年１９位）である。

注：「変動率」とは、継続調査地点の単位面積あたりの価格を前年の価格と比べたときの変化率（百分率で表

し小数第２位を四捨五入し第１位まで求めたもの）であり、「平均変動率」は、継続調査地点の変動率の

平均値（四捨五入について同左）である。

② 用途別の県平均変動率

用途別の県平均変動率は、住宅地が△０．１％（前年０．４％）で平成２５年以来８年ぶりにマイナス、

商業地が△０．６％（前年０．５％）で平成２６年以来７年ぶりにマイナス、工業地は０．２％（前年０．

３％）で８年連続のプラスになった。

③ 住宅地及び商業地に係る市町村別地価動向

単位：市町村数

用 途 令和３年 令和２年

平均変動率 住 宅 地 商 業 地 住 宅 地 商 業 地

5.0%以上 ０ ０ ０ ０

3.0%以上5.0%未満 ０ ０ ０ ０
上 昇

1.0%以上3.0%未満 ２ ０ ８ ４

0.0%超1.0％未満 ７ ５ ８ ４

横 ば い 0.0% ５ ２ ６ ２

0.0%超1.0%未満 １８ ７ １２ ６

1.0%以上3.0%未満 １０ １５ ８ １３
下 落

3.0%以上5.0%未満 ０ ０ ０ ０

5.0%以上 ０ ０ ０ ０

④ 上昇率最大の標準地

住宅地 変動率 ４．６％ 郡山－１６ 郡山市神明町１１１番１１「神明町２－１５」
しんめいちよう

商業地 変動率 ２．５％ 二本松５－３ 二本松市油井字福岡４０番３外

⑤ 下落率最大の標準地

住宅地 変動率△１０．５％ いわき－１９ いわき市平下平窪３丁目４番５
しもひらくぼ

商業地 変動率△ ６．８％ 郡山５－１６ 郡山市大町１丁目２８３番１外
「大町１－４－２」



３ 令和３年の特徴

(1) 県全般の特徴

① 全体

・ 県全体で、地価が上昇した標準地は１５６地点（前年は２３１地点）、横ばいの標準地は９４地点（前

年は８１地点）であり、下落は１８４地点（前年は１２６地点）となった。上昇地点数が減少、下落地

点数が増加し、平成２５年以来８年ぶりに下落地点数が上昇地点数を上回った。

② 住宅地

ア 地価の動向

・ 上昇１１７地点（前年１６８地点）、横ばい７３地点（５９地点）、下落１２６地点（９１地点）で、

上昇地点数が減少、下落地点数が増加し、平成２５年以来８年ぶりに下落地点数が上昇地点数を上回っ

た。

・ 平均変動率も△０．１％と８年ぶりにマイナスとなった。全国順位は１０位（前年１５位）である。

イ 要因

・ 要因として、東日本大震災と原子力災害等による被災者の移転需要、復旧・復興関連企業による事業

所用地等の需要が完全に落ち着いたことや、震災後に急速に進行した県内人口減少の影響が不動産市場

にも表れてきていることなどがあげられる。

・ 特に、令和元年東日本台風等によって浸水被害を受けた地域では、需要の減退が続いている。

③ 商業地

ア 地価の動向

・ 上昇３４地点（前年５３地点）、横ばい１３地点（前年１８地点）、下落５４地点（前年３２地点）

で、上昇した地点数が減少、下落地点数が増加し、７年ぶりに下落地点数が上昇地点数を上回った。

・ 平均変動率も△０．６％と平成２６年以来７年ぶりにマイナスとなった。全国順位は１３位（前年２

２位）である。

イ 要因

・ 要因として、新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）の影響が、総じて住宅地よ

りも商業地の方に直接的に表れ、特に、飲食、宿泊、観光等の業態において影響を強く受けており、緊

急事態宣言が発せられた令和２年４月上旬から５月下旬の営業自粛による売り上げの減少に加え、収束

の見通しが立たない状態が続いているため、収益力の低下によって地価に対する下落圧力が生じている

ことがあげられる。

・ また、主要都市以外の市町村の既成商業地域は、近隣主要都市などの大型店への顧客流出や、少子・

高齢化、人口減少の進行による購買力の縮小などにより、下落幅を拡大しながら地価下落が続いている。

(2) 市町村毎の地価動向
（ ）内は前年値

住 宅 地 商 業 地

平均変動率 平均価格 平均変動率 平均価格

福島市 ０．７％ ４８，０００円 ０．２％ ７９，１００円

（ １．７％） （４７，６００円） （ ２．１％） （７９，２００円）

会津若松市 △０．４％ ３３，４００円 △１．４％ ５３，１００円

（ ０．４％） （３３，５００円） （△０．１％） （５３，９００円）

郡山市 ０．４％ ５５，４００円 △１．２％ １０８，５００円

（ １．５％） （５５，０００円） （ １．７％） （１１２，９００円）

いわき市 △０．２％ ４３，５００円 ０．２％ ５９，９００円

（ ０．０％） （４３，４００円） （ ０．２％） （５９，７００円）

その他の △０．４％ １９，２００円 △１．０％ ３１，３００円

市町村 （△０．１％） （１９，３００円） （△０．６％） （３１，１００円）

合計 △０．１％ ３５，５００円 △０．６％ ６０，９００円

（ ０．４％） （３５，４００円） （ ０．５％） （６１，２００円）

※１ 平均変動率は、継続調査地点の変動率の平均値（小数第２位を四捨五入し第１位まで求めたもの）である。

２ 平均価格とは、地点ごとの１㎡当たりの価格の合計を総地点数で除して求めたもの（十の位で四捨五入し百円

単位まで求めたもの）である。



平均変動率では、福島市は、住宅地が８年連続のプラス、商業地が７年連続のプラス

会津若松市は、住宅地が７年ぶりにマイナス、商業地は２年連続のマイナス

郡山市は、住宅地が８年連続のプラス、商業地が８年ぶりにマイナス

いわき市は、住宅地が９年ぶりにマイナス、商業地が８年連続のプラス

① 福島市

・ 住宅地では、宅地・建売分譲は、立地や利便性が良好な地域では、需要が多いことから概ね好調を維

持している。特に、市街地中心部や大森地区等の人気の高い地域を中心に需要は安定的に推移している

ものの、全体的には減速傾向となっている。

・ 商業地では、福島駅東口の福島県立医科大学新学部の開校が間近に迫る一方、老舗ホテルや百貨店が

閉店するなど好悪材料が併存する中、飲食店舗を中心に新型コロナの影響による収益力の低下が生じて

おり、市街地中心部の複数の地点で下落に転じた。

一方、福島駅西口（三河南町）では、周辺におけるマンション開発などから背後人口の増加や商業需

要の増加も期待されプラスを保ったほか、郊外の幹線道路沿いの商業地は、新型コロナの影響は軽微で、

空き物件が少ない底堅い状態を維持している。

② 会津若松市

・ 住宅地では、市街地中心部の地価は頭打ち感があり、郊外の分譲地も従前の価格帯を維持しつつも、

調整段階に入っており、やや弱含みで推移している。また、市街化調整区域や河東町、北会津町の集落

地区においては、宅地需要は弱く、地価は下落傾向で推移している。

・ 商業地では、国道４９号線沿いの路線商業地や商業集積度を高めている西若松駅東地区などで需要を

維持している。

一方、既存商店街では、空き店舗の増加など収益力の低下傾向に、新型コロナの影響も加わって、多

くの地点でこれまでの価格水準が維持できなくなっている。これまで横ばいで推移してきた市内中町（△

１．４％）で下落となったほか、観光客が多く訪れる商業地として堅調に推移してきた七日町（△１．

２％）でも下落に転じた。

③ 郡山市

・ 住宅地では、内環状線から駅寄りの地域などの中心部の住宅地域は、高水準の取引事例が多く、根強

い需要を維持している。中心部では、新規分譲マンションの供給も引き続き旺盛である。

一方、令和元年東日本台風等により浸水被害を受けた安積町日出山（△６．３％）や田村町上行合（△
ひ で のやま かみゆきあい

５．０）等では、人口の流出とともに大幅な需要の減退が続いている。

・ 商業地では、駅前の夜型の飲食店等が立ち並ぶエリアにおいて新型コロナの影響が大きく、来街者が

大幅に減少し、収益力が低下している。この結果、市内大町１丁目（△６．８％）及び駅前２丁目（△

６．８％）の地点が、県内商業地で最大の下落率となった。

一方、郊外の幹線道路沿いの商業地では、背後住宅地の充実している地域を中心に、飲食店の新規開

店等がみられるとともに、高齢化に対応し、住宅地の中に徒歩圏内の小規模スーパーの出店もみられ、

価格の上昇幅は縮小しつつも、プラスを維持した地点が多い。

④ いわき市

・ 住宅地では、被災者需要は一部地域で僅かにみられる程度で、需要の中心はいわき市在住者に戻って

いる。これまで高い上昇率を示していた平地区中心部の住宅地域や優良な住宅団地では、需給が均衡し

つつあり、地価は比較的高い価格で安定している。

また、ＪＲ泉駅周辺や小名浜地区、平地区周辺等の利便性が良好な住宅地域では、依然として底堅い

需要があり、地価が強含みとなっている地点がある。

一方、令和元年東日本台風等により浸水被害を受けた平地区北部地域では、需要が大きく減少し、平

下平窪３丁目（△１０．５％）は県内住宅地で最大の下落率（全国住宅地２位）となったほか、下落率
しもひらくぼ

の上位を占めており、平均変動率が押し下げられた。

・ 商業地では、新型コロナの影響を一定程度受けているが、住宅用途としての利用も可能な混在型の商

業地では、利便性の良さから高価格の取引もみられる。オフィス街では、新型コロナによる目立った影



響はみられず、近隣商業地や郊外の路線商業地でも地価への影響は小さい。

また、小名浜港背後地の県内最大規模の商業施設は、高い集客力を背景に周辺の商業地域にも一部好

影響を与えている。

一方、令和元年東日本台風等により浸水被害を受けた平下平窪字六角（△５．７％）では、需要が大
しもひらくぼ ろつかく

きく減少し、県内商業地で３番目の下落率となった。

⑤ その他特徴的な市町村

・ 浜通り地方の住宅地では、平成３１年に８年ぶりに調査が再開された富岡町（２．４％）と浪江町（１．

２％）において、上昇幅を縮小しつつもプラスを維持した。特に、富岡町は、避難指示が解除された自

治体の中で、交通施設、商業施設、医療機関、住宅等の整備が進んでおり、第一原発からも近く、復興

・廃炉関連の事業所・宿舎用地等の需要の中心的な受け皿となっていることなどから、市町村別の住宅

地平均変動率において最大の上昇率となった。また、浪江町も同２位の上昇率となった。

一方、被災者需要の減少や、復興・廃炉関連の需要がより第一原発に近い富岡町等にシフトしている

ことに伴い、浜通り地方のその他の市町では、楢葉町（０．７％）で一定の上昇を維持したほかは、相

馬市が△０．８％、南相馬市が△０．３％となるなど横ばいまたは下落に転じた。

商業地でも、富岡町（０．３％）と浪江町（０．８％）は、上昇幅を縮小しつつも、プラスを維持し

た。

・ 中通り地方の住宅地では、伊達市久根妻（４．４％）において、東北中央自動車道（相馬福島道路）
く ね つま

の伊達桑折インターチェンジの開設（令和２年８月）や大型商業施設建設の期待感等から、前年（３．

１％）を上回る上昇率となった。

また、郡山市に近い須賀川市、鏡石町、大玉村においては、比較的位置的条件に優れ、地価に割安感

があるため、郡山市や周辺の市町から需要が流入しており、利便性の良好なエリアで上昇を維持した。

白河市でも、新白河地区を中心として需給とも底堅い状態が継続している。

一方、令和元年東日本台風等により浸水被害を受けた須賀川市中宿（△３．０）や同市丸田町（△２．

８％）では、需要の減退が続いている。

商業地では、二本松市北部の油井地区は、県道福島安達線沿いにスーパー等の商業施設や医療施設等

が充実し、商業集積度を高めており、二本松市油井（２．５％）は前年（３．２％）より上昇幅が縮小

したものの、県内商業地で最大の上昇率となった。

・ 会津地方や阿武隈山系の町村の住宅地は、少子・高齢化や人口減少が進んでいることから、地価の下

落傾向が継続し、総じて下落幅も拡大傾向となっている。住宅地平均変動率で会津地方では、南会津町

で△１．９％（前年△１．５％）、磐梯町で△１．８％（前年△１．７％）等、阿武隈山系では、石川

町で△１．８％（前年△１．６％）、塙町で△１．７％（前年△１．７％）等となった。

商業地でも、既成商業地域は、顧客の流出、少子・高齢化、人口減少の進行による購買力の縮小など

から地価の下落に歯止めがかかっていない。主要交通網から離れた会津地方や阿武隈山系の町村でその

傾向が強くなっている。商業地平均変動率で会津地方では、南会津町で△２．５％（前年△１．４％）、

猪苗代町で△２．５％（前年△２．１％）等、阿武隈山系では、浅川町で△２．２％（前年△１．７％）、

石川町と塙町で共に△１．６％（前年共に△１．５％）等となった。



（単位：％）

年 住宅地 商業地 工業地 全用途平均

平成元年 ３．２ ６．７ ２．５ ３．５
２．７ ５．５ ３．１ ３．３

２年 ８．３ １６．１ ９．９ ８．９
６．４ １１．５ ７．１ ７．４

３年 １０．８ １５．０ ８．９ １０．５
４．９ ７．２ ７．３ ５．５

４年 ５．１ ４．９ ５．７ ４．９
２．０ １．０ ２．２ １．９

５年 ０．２ △３．８ １．５ △０．６
０．０ △２．２ ０．６ △０．４

６年 △０．２ △４．４ △０．３ △１．０
０．１ △２．３ ０．２ △０．３

７年 ０．３ △４．９ △０．４ △０．６
０．２ △２．６ ０．２ △０．２

８年 △０．３ △５．３ △０．６ △１．３
△０．１ △４．４ ０．１ △０．７

９年 △０．３ △５．１ △０．５ △１．３
△０．１ △３．９ ０．０ △０．６

１０年 △０．５ △５．７ △０．６ △１．６
△０．６ △６．６ △０．７ △１．５

１１年 △１．５ △８．５ △１．８ △２．９
△１．０ △７．2 △０．９ △１．９

１２年 △２．０ △９．１ △２．１ △３．４
△１．３ △８．２ △１．９ △２．４

１３年 △２．４ △９．３ △２．６ △３．７
△１．７ △８．２ △２．３ △２．７

１４年 △３．７ △１０．５ △５．３ △５．１
△３．３ △９．４ △４．１ △４．３

１５年 △５．０ △１１．０ △６．６ △６．３
△４．２ △９．５ △５．４ △５．２

１６年 △５．５ △１０．１ △８．３ △６．５
△４．５ △８．７ △５．７ △５．３

１７年 △５．０ △７．７ △７．９ △５．７
△４．２ △７．１ △５．０ △４．８

１８年 △４．２ △５．７ △６．４ △４．６
△３．３ △５．０ △３．７ △３．７

１９年 △３．１ △３．８ △４．４ △３．３
△２．６ △３．６ △２．６ △２．８

２０年 △２．５ △３．０ △３．１ △２．６
△２．１ △２．８ △１．９ △２．３

２１年 △３．１ △４．１ △４．０ △３．３
△３．３ △５．０ △３．１ △３．６

２２年 △３．７ △４．９ △４．５ △４．０
△３．１ △４．６ △３．２ △３．５

２３年 △３．４ △４．３ △３．７ △３．５
△５．４ △７．５ △７．４ △６．０

２４年 △６．２ △７．２ △６．９ △６．４
△３．２ △４．５ △３．０ △３．５

２５年 △１．６ △３．２ △１．５ △１．９
△０．６ △２．０ △０．９ △０．９

２６年 １．２ △０．５ ０．９ ０．８
１．０ △０．２ ０．７ ０．８

２７年 ２．９ ０．８ １．７ ２．４
２．０ ０．３ １．９ １．６

２８年 ２．９ ０．９ ２．０ ２．４
１．５ ０．４ １．５ １．３

２９年 ２．１ ０．８ １．５ １．８
１．０ ０．２ １．１ ０．８

３０年 １．４ ０．８ １．１ １．３
０．５ ０．２ １．０ ０．５

令和元年 １．０ ０．８ ０．９ １．０
０．２ ０．２ ０．９ ０．３

令和２年 ０．４ ０．５ ０．３ ０．４
△０．６ △０．８ △０．４ △０．６

令和3年 △０．１ △０．６ ０．２ △０．２

上段：地価公示標準地の平均変動率
下段：地価調査基準地の平均変動率

地価公示・地価調査対前年平均変動率（県平均）



第１表 地域別・用途別平均価格 ( 単位: 円/ ㎡)

用途別 住 宅 地 宅地見込地 商 業 地 工 業 地 全 用 途

地点数 平均価格 地点数 平均価格 地点数 平均価格 地点数 平均価格 地点数 平均価格
地域別

福島市 38 48,000 1 14,700 21 79,100 3 15,900 63 56,300

主

会津若松市 24 33,400 1 11,800 8 53,100 1 11,700 34 36,800

要

郡山市 52 55,400 1 11,200 18 108,500 3 21,200 74 66,400

市

いわき市 77 43,500 1 13,000 19 59,900 4 13,000 101 45,000

その他の市町村 127 19,200 0 - 39 31,300 2 11,450 168 21,900

県 平 均 318 35,500 4 12,700 105 60,900 13 15,200 440 40,800

第２表 主要市別最高価格標準地（住宅地）

標 準 地 標準地の１㎡当たりの価格（円） 変 動 率 標準地の所在及び地番
市 名

番 号 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 （％） 並びに住居表示

福 島 市 福島 福島市野田町２丁目１８９番３
－２ ９０，４００ ８８，６００ ２．０ 「野田町２－２－３」

会津若松市 会津若松 会津若松市西栄町２６１番外
－９ ６２，９００ ６３，０００ △０．２ 「西栄町２－３」

郡 山 市 郡山 郡山市堤下町２７番
－５１ １２６，０００ １２５，０００ ０．８

い わ き 市 いわき いわき市平字作町３丁目１番１６
＊ －７ ７９，８００ ７９，８００ ０．０

（＊：地価調査基準地との共通地点）

第３表 標準地価格高順位表（住宅地）

標 準 地 標準地の１㎡当たりの価格（円） 変 動 率 標準地の所在及び地番
順 位

番 号 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 （％） 並びに住居表示

郡山 郡山市堤下町２７番
１ －５１ １２６，０００ １２５，０００ ０．８

郡山 郡山市神明町１１１番１１
２ ＊－１６ １１４，０００ １０９，０００ ４．６ 「神明町２－１５」

郡山 郡山市朝日２丁目２６番７
３ －６ ９３，３００ ９１，５００ ２．０ 「朝日２－２０－８」

福島 福島市野田町２丁目１８９番３

４ －２ ９０，４００ ８８，６００ ２．０ 「野田町２－２－３」

郡山 郡山市池ノ台１１５番６
５ －３５ ８５，７００ ８４，５００ １．４ 「池ノ台９－１２」

（＊：地価調査基準地との共通地点）



第４表 主要市別最高価格標準地（商業地）

標 準 地 標準地の１㎡当たりの価格（円） 変 動 率 標準地の所在及び地番
市 名

番 号 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 （％） 並びに住居表示

福 島 市 福島 福島市栄町２６番２１外
５－２ ２４０，０００ ２４５，０００ △２．０ 「栄町７－３２」

会津若松市 会津若松 会津若松市中町３５０番２内
５－１ ７７，４００ ７８，５００ △１．４ 「中町４－３７」

郡 山 市 郡山 郡山市駅前１丁目１１２番
５－１１ ３６２，０００ ３６７，０００ △１．４ 「駅前１－６－６」

い わ き 市 いわき いわき市平字三町目２８番

５－１ １６３，０００ １６０，０００ １．９

第５表 標準地価格高順位表（商業地）

標 準 地 標準地の１㎡当たりの価格（円） 変 動 率 標準地の所在及び地番
順 位

番 号 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 （％） 並びに住居表示

郡山 郡山市駅前１丁目１１２番

１ ５－１１ ３６２，０００ ３６７，０００ △１．４ 「駅前１－６－６」

福島 福島市栄町２６番２１外
２ ５－２ ２４０，０００ ２４５，０００ △２．０ 「栄町７－３２」

郡山 郡山市駅前２丁目１４１番外
３ ５－１４ １９２，０００ ２０６，０００ △６．８ 「駅前２－６－４」

いわき いわき市平字三町目２８番
４ ５－１ １６３，０００ １６０，０００ １．９

福島 福島市三河南町１番９外
５ ５－１４ １５４，０００ １５３，０００ ０．７ 「三河南町５－８」

第６表 地域別・用途別平均変動率 ( 単位: ％)

用途別 住 宅 地 商 業 地 工 業 地 全 用 途

継続地 平均変動率 継続地 平均変動率 継続地 平均変動率 継続地 平均変動率

地域別 点数 点数 点数 点数

福島市 38 0.7 21 0.2 3 0.0 63 0.5
主

会津若松市 24 △0.4 8 △1.4 1 △1.7 34 △0.7
要

郡山市 51 0.4 15 △1.2 3 △0.1 70 0.0
市

いわき市 76 △0.2 19 0.2 4 0.9 100 0.0

その他の市町村 127 △0.4 38 △1.0 2 0.4 167 △0.5

県 平 均 316 △0.1 101 △0.6 13 0.2 434 △0.2



第７表 上昇率順位表（住宅地）

標 準 地 標準地の１㎡当たりの価格（円） 変 動 率 標準地の所在及び地番
順 位

番 号 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 （％） 並びに住居表示

郡山 郡山市神明町１１１番１１
１ ＊－１６ １１４，０００ １０９，０００ ４．６ 「神明町２－１５」

福島伊達 伊達市久根妻３１番３
２ －１ ３８，０００ ３６，４００ ４．４

福島 福島市森合字西谷地１３番１５
３ －３２ ６６，６００ ６４，３００ ３．６

いわき いわき市中央台高久１丁目１７番１２
４ －７７ ５７，７００ ５６，０００ ３．０

福島 福島市八島田字樋ノ口６７番外
５ －１１ ５８，４００ ５６，８００ ２．８

（＊：地価調査基準地との共通地点）

第８表 下落率順位表（住宅地）

標 準 地 標準地の１㎡当たりの価格（円） 変 動 率 標準地の所在及び地番
順 位

番 号 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 （％） 並びに住居表示

いわき いわき市平下平窪３丁目４番５
１ ＊－１９ ４９，５００ ５５，３００ △１０．５

いわき いわき市平鯨岡字林下１番３
２ －３８ １９，３００ ２０，６００ △６．３

郡山 郡山市安積町日出山字神明下２３番２
３ －２６ ２８，４００ ３０，３００ △６．３

いわき いわき市平赤井字笹目田１０番３外
４ －１８ ３５，５００ ３７，７００ △５．８

いわき いわき市平赤井字田中２番５
５ －６９ ３６，７００ ３８，９００ △５．７

（注）同じ変動率で順位が異なるのは、小数第２位以下の四捨五入によるものである。（＊：地価調査基準地との共通地点）

第９表 上昇率順位表（商業地）

標 準 地 標準地の１㎡当たりの価格（円） 変 動 率 標準地の所在及び地番
順 位

番 号 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 （％） 並びに住居表示

二本松 二本松市油井字福岡４０番３外
１ ５－３ ３２，９００ ３２，１００ ２．５

福島 福島市伏拝字台田３番３
２ ５－１２ ５４，２００ ５３，０００ ２．３

いわき いわき市平六町目３番１２内
３ ５－２ ７４，１００ ７２，７００ １．９

いわき いわき市小名浜字辰巳町２９番５
４ ５－１８ ４３，３００ ４２，５００ １．９

いわき いわき市平字三町目２８番
５ ５－１ １６３，０００ １６０，０００ １．９

（注）同じ変動率で順位が異なるのは、小数第２位以下の四捨五入によるものである。



第10表 下落率順位表（商業地）

標 準 地 標準地の１㎡当たりの価格（円） 変 動 率 標準地の所在及び地番
順 位

番 号 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 （％） 並びに住居表示

郡山 郡山市大町１丁目２８３番１外
１ ５－１６ １３６，０００ １４６，０００ △６．８ 「大町１－４－２」

郡山 郡山市駅前２丁目１４１番外
２ ５－１４ １９２，０００ ２０６，０００ △６．８ 「駅前２－６－４」

いわき いわき市平下平窪字六角４５番３３
３ ５－１５ ４４，５００ ４７，２００ △５．７

郡山 郡山市駅前２丁目２４８番
４ ５－１２ １２３，０００ １３０，０００ △５．４ 「駅前２－９－８」

会津若松 会津若松市上町５９番
５ ５－４ ４９，５００ ５１，０００ △２．９ 「上町２－３５」

（注）同じ変動率で順位が異なるのは、小数第２位以下の四捨五入によるものである。
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